
福祉用具ヒヤリハット　研修教材（講師用）

Case：424
ストレッチャーでの入浴介助で側臥位にする際、身体の重みを支えきれずに転落しそうになる

場面の説明

ストレッチャー上で洗身し、皮膚の状態を確認するため側臥位にしようとした際、一人介助で手前に引き寄せた姿勢を
支えきれずに本人が転落、介助者も転倒しそうになる

利用シーン 入浴 

主な利用場所 浴室・脱衣所 

介護保険の種目 －

分類コード
(CCTA95)

093312 (入浴担架・おむつ交換台)

 

介護テクノロジー －

二次元バーコード

解説

機械浴での入浴介助では、背中の洗浄や皮膚確認のために狭いストレッチャー上で側臥位を取ることがありますが、側
臥位は不安定になりやすく転落防止柵を解除したままケアを行うと、身体が端へ寄り転落の危険が高まります。浴室は
足元が滑りやすく、介助者が支えきれない場合もあります。慣れた介助でも手順の順守と無理のない姿勢、滑りにくい
履物の利用など安全対策を徹底することで事故を防ぎましょう。

参考要因（要因の例であり、これだけが正解ということではありません）

人：足元が滑りやすく、介助者の姿勢も不安定であった
モノ：柵のついていないストレッチャーであった
環境：床が濡れていて滑りやすかった
管理：滑りやすい床面を想定した履物を用意するなど、リスクの分析が不十分であった
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福祉用具ヒヤリハット　研修教材（受講者用）

日付： 所属： 氏名：

Case：424

ストレッチャーでの入浴介助で側臥位にする際、身体の重みを支えきれずに転落し
そうになる

事例詳細

回答前に見ないこと

場面の説明

ストレッチャー上で洗身し、皮膚の状態を確認するため側臥位にしようとした際、一人介助で手前に引き寄
せた姿勢を支えきれずに本人が転落、介助者も転倒しそうになる

どのような要因が考えられますか？ どのような対策が必要でしょうか？

人（本人・介護者・関係者）の要因

モノ（福祉用具）の要因

環境の要因

管理の要因

メモ
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